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広報 住んでみたい村 住んでよかった村の実現

道志村村民憲章
　私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは、
　一、自然を愛し、平和な村をつくります。
　一、生産に励み豊かな村をつくります。
　一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
　　　をつくります。
　一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
　　　をつくります。
　一、  明るく健康で、活力ある村をつくります。

P２　決算公表

P６　決算審査意見書

主な目次

9/29（土）

保育所運動会

 みんな頑張りました！
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　平成 29年度の一般会計と特別会計（7会計）の決算が９月の議会定例会において承認されました。
村民の皆さんが納めている税金（村税）や国・県からの支出金、村債（借金）などが私たちの暮らしに
どのように使われたかを理解していただくため、決算について説明します。
　平成 29年度の一般会計歳入総額は 2,049,884 千円で、歳出総額は 1,925,114 千円でした。また、
特別会計を含む全会計の歳入総額は2,895,090千円で、歳出総額2,737,929千円となりました。歳入・
歳出ともに前年から 20％弱の減となっていますが、平成 28年度で終了した小中学校建築事業によ
る影響が主な要因です。
　歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支は 157,161 千円となりましたが、この内 4,792 千円
は平成 30年度で行う事業の財源となるため、これを除いた 152,369 千円が実質的な黒字額となり
ます。
　目的別歳出状況の増減率が高い順に見ますと、農林水産業費については中山間地域所得向上支援事
業（国庫補助）によるもの、公債費については平成 25年度、26年度に起債した村債の元金据置期間
が終了し元金の償還が始まったことによるもの、土木費については村営住宅修繕や護岸修繕、若者定
住補助金や建物耐震化促進補助金などによるもの、衛生費については国民健康保険特別会計への繰出
金、予防接種負担金のなどの増加があげられます。

会 計 名 歳 入 総 額 歳 出 総 額 形 式 収 支 翌年度繰越財源 実 質 収 支
Ａ Ｂ Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｄ Ｅ（Ｃ－Ｄ）

一   般   会   計 2,049,884 1,925,114 124,770 4,792 119,978
特   別   会   計 845,206 812,815 32,391 0 32,391
国民健康保険 320,969 301,467 19,502 0 19,502
国 保 診 療 所 111,867 111,867 0 0 0
簡 易 水 道 67,072 66,872 200 0 200
介 護 保 険 204,794 192,205 12,589 0 12,589
介護サービス 714 714 0 0 0
浄 化 槽 94,140 94,040 100 0 100
後期高齢者医療 45,650 45,650 0 0 0
合　　　計 2,895,090 2,737,929 157,161 4,792 152,369

平成 29年度　決算総括表 （単位 : 千円）

平成 29年度　        決　算　公　表
  一般会計

歳 入  　2,049,884 千円（増減率 △17.6％）
歳 出 　 1,925,114 千円（増減率 △18.8％）
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区　　　分
平成 29年度 平成 28年度

増減額 増減率
決算額 構成比 決算額 構成比

議 会 費 39,783 2.1% 41,145 1.7% △ 1,362 △ 3.3%
総 務 費 333,936 17.3% 362,955 15.3% △ 29,019 △ 8.0%
民 生 費 230,558 12.0% 271,221 11.4% △ 40,663 △ 15.0%
衛 生 費 106,629 5.6% 104,812 4.4% 1,817 1.7%
農林水産業費 257,458 13.4% 146,750 6.2% 110,708 75.4%
商 工 費 79,554 4.1% 87,638 3.7% △ 8,084 △ 9.2%
土 木 費 169,000 8.8% 158,351 6.7% 10,649 6.7%
消 防 費 100,521 5.2% 114,899 4.9% △ 14,378 △ 12.5%
教 育 費 190,796 9.9% 637,823 26.9% △ 447,027 △ 70.1%
災害復旧費 0 0% 0 0% ― ―
公 債 費 325,744 16.9% 283,805 12.0% 41,939 14.8%
諸 支 出 金 91,135 4.7% 161,241 6.8% △ 70,106 △ 43.5%
歳  出  合  計 1,925,114 100.0% 2,370,640 100.0% △ 445,526 △ 18.8%

一般会計目的別歳出状況 （単位：千円）

人口 1,724 人　（H30.4.1 現在）

１人あたり合計 1,116,655 円

村民１人あたりの
目的別歳出内訳

平成 29 年度　        決　算　公　表道志村の家計簿

歳 入
一般会計歳入合計
2,049,884 千円

歳 出
一般会計歳出合計
1,925,114 千円

議 会 費 23,076 円 土 木 費 98,028 円
総 務 費 193,698 円 消 防 費 58,307 円
民 生 費 133,734 円 教 育 費 110,671 円
衛 生 費 61,850 円 災 害 復 旧 費 0 円
農林水産業費 149,338 円 公 債 費 188,947 円
商 工 費 46,145 円 諸 支 出 金 52,863 円

合　　　計 1,116,655 円

区　　　分
平成 29年度 平成 28年度

増減額 増減率
決算額 構成比 決算額 構成比

村 税 212,302 10.4% 214,825 8.6% △ 2,523 △ 1.2%
使用料等 51,441 2.5% 54,873 2.2% △ 3,432 △ 6.3%
寄付金等 206,499 10.1% 175,188 7.0% 31,311 17.9%
繰 越 金 117,054 5.7% 158,444 6.4% △ 41,390 △ 26.1%
諸 収 入 16,874 0.8% 11,688 0.5% 5,186 44.4%
譲与税等 46,249 2.3% 46,252 1.9% △ 3 △ 0.0%
地方交付税 1,009,550 49.2% 1,030,856 41.4% △ 21,306 △ 2.1%
国県支出金 179,762 8.8% 436,004 17.5% △ 256,242 58.8%
村 債 210,153 10.3% 359,564 14.5% △ 149,411 △ 41.6%
歳 入 合 計 2,049,884 100.0% 2,622,100 100.0% △437,810 △ 17.6%

一般会計歳入状況 （単位：千円）
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主要な事業の成果について
区分 事業名 決算額 事業内容

議会費 どうし議会だより発行事業 732 年間４回発行。

総務費

サテライトオフィス構想策定
業務 2,992 IT 企業をメインとしたサテライトオフィスの誘致を実現するための

構想策定業務。

水カフェどうし整備運営事業 18,200 横浜市内にて村の情報発信や販路拡大の拠点となる施設の運営委託。　

道志村移住案内支援事業 2,876 道志村移住支援センター（Do・Shift ! ) の運営委託。

公共交通対策事業 9,493 運行補助金による路線バスの維持。（路線 5系統）

情報通信施設管理事業 24,072 告知システム及び光幹線の維持管理。

民生費

結婚相談事業 1,091 婚活イベント 2回の開催。

学童保育運営事業 3,455 小学校の放課後に保護者に代わり子どもたちの見守りを行う。入所児
童 15 名／開所日数 244 日

保育所運営事業 38,369 保育の必要性のある児童を保護者に代わって集団で保育を行う。入所児童数30名

介護慰労金支給事業 1,840 要介護4以上の高齢者を介護している家族への慰労金支給（20,000円／月額）

衛生費

いきいき健康村どうし健診事業 6,968
生活習慣病の予防、疾病の早期発見・早期治療を目的として基本健診・
ガン検診を実施。また、健診日に受診できなかった人などを対象に人
間ドック費用の一部を助成。

予防接種事業 4,276 全村民を対象に季節性予防接種費用の一部を助成。村独自事業として
任意接種の【おたふくかぜ】【ロタウイルス】の全額助成。

一般廃棄物処理事業 49,824 粗大ごみ運搬・処理委託、し尿・汚泥を除く一般廃棄物運搬・処理委託等

農林
水産業費

農村地域防災減災事業（県営
事業） 24,320 【工事】土砂崩落防止施設（湯本・小善地）、橋梁耐震化（大栗橋）、防火水槽（椿・田代）

農業基盤整備促進事業 6,554 長又用水路改修工事測量設計及び第１期分工事

中山間地域所得向上支援事業 120,919
【現年】神地向用水路改修工事
【繰越】鳥獣害防止柵（笹久根向・平久住・上中山・唐沢）、農道大指
下線開設工事、農産物貯蔵施設建設工事（道の駅）

地籍調査事業 4,631 月夜野地区（15-1）の面積測定、地籍図・地籍簿の作成。

林内路網整備事業 7,061 地域の森林整備活動促進のため、山林へ路網整備を行う。（追越・戸渡・
長又・笹久根）

商工費

観光施設維持・管理事業 38,320 観光施設修繕、登山道整備、横浜市民優待負担金、観光施設運営委託費など。

富士の国やまなし観光振興施設整備事業 12,917 善之木ポケットパーク（板橋地区）に公衆トイレを設置。

清流の花火大会開催事業 3,000
道の駅どうしを会場として、9月 16 日（土）に開催。花火大会実行
委員会への運営補助金。打ち上げ花火 696 発、小型煙火 1,380 発。
ナイアガラ花火 100m。

土木費

橋梁長寿命化修繕事業 14,596 一之橋耐震補強工事【一部 30 年度へ繰越】

村道改良事業 26,650 【現年】村道道坂線改良工事【一部 30 年度へ繰越】【繰越】村道戸渡～谷相線舗装改良工事

村営住宅管理運営事業 5,242 村営住宅（池之原団地、谷相住宅、若者定住促進住宅）の管理運営。

消防費

広域常備消防事務委託事業 74,060 広域常備消防に係る事務全般を都留市消防本部に委託。３交代制での消防事務。

災害対策事業 7,842 総合防災訓練の実施、災害警戒・対策本部の運営、防災備蓄品の更新・
整備、自主防災組織設立支援補助金の交付（長又・野原）。

防災行政無線管理事業 4,907 防災行政無線の維持管理、22 の子局（上中山から長又地区）の屋外
子局の蓄電池交換。

教育費

道志村スクールバス委託事業 32,783 富士急山梨バス㈱にスクールバスを委託（小学校 2両、中学校 2両）

高等学校等就学に対する助成
事業 4,560 村内に住所がある高校生を扶養する世帯に対し、高等学校等への就学

に係る費用の一部を助成（高校生 1名につき 10,000 円／月額）

道志村学校施設整備事業 33,202 グランド防球ネット整備、体育倉庫整備、駐車場整備など

公債費 起債償還金等 325,736 元金：305,855 千円、利子：19,881 千円

諸支出金 基金積立金 91,135 公共施設整備 11,130 千円、暮らし向上 8,900 千円、植草浩子水源林
保全 70,190 千円、その他基金 915 千円

（単位 : 千円）
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～平成 29年度決算に基づく健全化判断比率等の状況～

平成 27 年度 6.3
平成 28 年度 6.2
平成 29 年度 8.9

○公営企業に係る資金不足比率の状況 ○実質公債費比率（単年度の比率）

区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
25 年 度 決 算 － － 5.5 －
26 年 度 決 算 － － 5.9 －
27 年 度 決 算 － － 6.1 －
28 年 度 決 算 － － 6.2 －
29 年 度 決 算 － － 7.1 －

用 語 の 説 明

福祉、教育、村づく
り等を行う一般会計
等（診療所特別会計
を含む）の赤字の大
きさを、標準財政規
模に対する割合で表
したものです。

すべての会計に生じ
ている赤字の大きさ
を、標準財政規模に
対する割合で表した
ものです。

毎年度経常的に収入される
財源のうち、実質的な公債費
相当額（普通交付税措置分を
除く）に充当されたものの占
める割合の前 3 年度の平均
値を指標化し、資金繰りの危
険度を示す比率です。

借入金や将来支払って
いく可能性のある負担
等の現時点での残高の
程度を指標化し、将来
財政を圧迫する可能性
が高いかどうかを示す
指標です。

○健全化判断比率の状況 （以下単位：％）

※－は０％以下のため数値として算出されません。

実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率の健全化判断比率４指標と公営企業の資金不足比
率について毎年公表し、指標が基準以上となれば「早期健全化団体」・「再生団体」・「経営健全化団体」として、財政
健全化計画等を策定し、早期に財政の健全化や再生を図ることを義務付けた法律です。

○財政健全化法とは・・・？

区分 資金不足額 資金不足比率
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 － －
浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 － －

　　　　　　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規
模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示す比率です。
用語の説明

　H29 年度末の地方債残高（特別会計含む）は、お
よそ 42 億 9,300 万円で、前年度から 1億 400 万円
減少しました。これは、事業費の削減等により起債
発行額を抑制したためです。
　内訳については、臨時財政対策債8億 2,700万円、
過疎対策事業債 20億 5,800 万円、その他の地方債 5
億1,800万円、特別会計8億8,900万円となっています。

　H29 年度末の基金残高（特別会計含む）は、およ
そ 20 億 3,500 万円で前年度から 1 億 500 万円増加
しました。
　内訳については、財政調整基金 6億円、村債管理
基金1億3,200万円、その他基金13億300万円となっ
ています。

地方債現在高の推移

H21 H25H23 H27H22 H26H24 H28 H29

（単位：千円）

4,000,000

6,000,000
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■ 臨時財政対策債 ■ 過疎対策事業債
■ その他の地方債 ■ 特別会計地方債

H21 H25H23 H27H22 H26H24 H28 H29

（単位：千円）
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基金現在高の推移

■ 財政調整基金 ■ 村債管理基金
■ その他基金
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た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

が
、
目
安
と
な
る
早
期
健
全
化
基
準
25
・
00
％

と
比
較
す
る
と
、
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
良
好
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

実
質
公
債
費
比
率
は
、
過
去
３
年
間
の
平
均
値

の
た
め
、
今
後
も
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
財
政
状
況
に
十
分
留
意
し
、
推
移
を
見
守
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
、
事
業
の
重
要
度
や
必
要

性
を
検
討
し
た
上
で
、
将
来
的
に
有
効
な
財
政

計
画
を
定
め
る
と
と
も
に
、
計
画
的
で
堅
実
な

管
理
運
用
を
求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
早
期
健

全
化
基
準
値
に
至
ら
ぬ
よ
う
財
政
健
全
化
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
出
の
状

況
を
見
る
と
、
昨
年
度
に
続
き
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
「
道
志

村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

関
わ
る
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
新
た
に

策
定
さ
れ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
構
想

は
、
し
ご
と
を
伴
う
移
住
促
進
政
策
と
し
て
評

価
さ
れ
る
一
方
、
堅
実
な
実
行
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
若
者
定
住
応
援
補
助
事
業
、
通
勤
支
援

補
助
事
業
、
小
中
学
校
入
学
祝
金
事
業
な
ど
新

た
な
支
援
制
度
も
創
設
さ
れ
、
移
住
定
住
を
促

す
た
め
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
一
方
、
移
住
希
望
者
の
住
宅
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
も
懸
念
事
項
と
し
て
あ
る
た

め
、
早
期
に
住
宅
整
備
等
対
策
を
行
う
こ
と
も

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
本
村
の
風
土
や
地
形
を

活
か
し
「
住
ん
で
み
た
い
村
、
住
ん
で
良
か
っ

た
村
」
と
し
て
選
ば
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
移

住
定
住
環
境
整
備
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
完
成
し
た
道
志
小
中
学

校
校
舎
改
築
に
伴
う
駐
車
場
等
の
付
帯
施
設
の
整

備
も
終
了
し
、
村
独
自
の
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

推
進
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

全
体
的
に
総
合
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
各

種
施
策
に
対
し
、
総
合
計
画
と
の
整
合
性
も
図

ら
れ
、
住
民
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
が
実
施
さ

　【
一
般
会
計
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
の
状

況
は
、
２
，
０
４
９
，
８
８
４
千
円
で
前
年
度

決
算
額
２
，
４
８
７
，
６
９
４
千
円
に
対
し

17
・
６
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
に
お
け
る
自
主
財
源
の
占
め
る
割
合
は

29
・
５
％
で
、
依
存
財
源
が
70
・
５
％
と
な
っ

て
お
り
、
依
然
と
し
て
自
主
財
源
の
低
い
財
政

状
況
下
に
あ
る
。
自
主
財
源
の
確
保
は
、
自
立

と
持
続
す
る
村
づ
く
り
に
繋
が
る
も
の
で
あ

り
、
人
口
増
加
に
よ
る
税
収
増
や
交
流
人
口
増

加
に
よ
る
公
共
施
設
使
用
料
増
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。
依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
自
主
財
源
の
割
合
増
へ
の
努
力

を
継
続
し
て
行
う
よ
う
求
め
る
。

　

主
要
な
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ
い
て
収

入
状
況
を
見
る
と
全
体
の
10
・
４
％
を
占
め
、

調
定
額
は
２
１
８
，
９
１
４
千
円
で
対
前
年
度

比
４
，
９
３
３
千
円
（
2.2
％
）
の
減
少
で
あ
っ

た
。
収
納
率
は
97
・
０
％
と
対
前
年
度
比
1.1
％

の
増
と
な
っ
た
。
村
民
税
に
つ
い
て
は
、
法
人

の
収
益
回
復
に
よ
り
法
人
住
民
税
は
増
加
し
た

が
、
課
税
対
象
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の

特
定
の
個
人
の
所
得
額
減
少
が
影
響
し
、
村
民

税
が
減
少
し
た
た
め
、
全
体
で
は
前
年
度
比

　

地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
き
平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
の
決
算
状
況
を
審
査
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

道
志
村
監
査
委
員
　
山
口
　
米
一

同
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
博
康

審
査
の
実
施
期
間

　

平
成
30
年
8
月
2
日
か
ら
8
日
ま
で
の
5
日
間

審
査
の
方
法

　

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
29
年
度
歳
入
歳

出
決
算
書
、
平
成
29
年
度
決
算
状
況
及
び
主

要
な
施
策
の
成
果
を
も
と
に
、
財
務
に
関
す

る
事
務
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
務
の
執
行

に
つ
い
て
、
書
類
審
査
と
関
係
職
員
か
ら
の

説
明
聴
取
を
実
施
し
た
。
関
係
法
令
等
に
準

拠
し
、
経
済
性
や
効
率
性
、
有
効
性
の
観
点

で
事
務
が
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を
主
眼
と
し

て
検
査
照
合
し
た
。

審
査
結
果

　

予
算
の
管
理
状
況
、執
行
状
況
に
つ
い
て
は
、

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
が
、

そ
の
内
容
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
審
査
意
見

は
、
以
下
に
記
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

決 

算 

審 

査 

意 

見 

書
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施
が
な
さ
れ
る
よ
う
更
な
る
努
力
を
求
め
る
。

　【
特
別
会
計
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、
歳
入
８
４
５
，

１
９
９
千
円
で
対
前
年
度
比
３
２
，
０
５
７
千
円

（
3.6
％
）
の
減
少
、
歳
出
８
１
２
，
８
０
８
千
円

で
対
前
年
度
２
７
，
７
８
４
千
円
（
3.3
％
）
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。
各
会
計
に
お
い
て
実
質

収
支
が
赤
字
決
算
と
な
る
会
計
は
な
い
。

　

な
お
、
次
の
会
計
に
お
い
て
は
、
以
下
の
記

述
の
と
お
り
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

　「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
」

　

国
民
健
康
保
険
料
の
未
収
入
額
は
５
，

３
１
４
千
円
で
あ
り
、
対
前
年
度
比
26
・
１
％

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険
体
制
の
一
翼

を
担
い
、
そ
の
基
盤
を
支
え
る
制
度
で
あ
る
。
保

険
加
入
者
が
人
口
減
少
と
比
例
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
相
互
扶
助
の
観
点
か
ら
保
険
料
率
の
上
昇

が
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
も
医
療
費
の
適
正
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
国
保
料
負
担
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
滞
納
者
数
の
抑
制
、
未
収
入
額
の
縮
減
に

向
け
て
引
き
続
き
努
力
さ
れ
、
併
せ
て
医
療
費
の

削
減
の
た
め
に
も
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

の
受
診
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　「
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
」

　

簡
易
水
道
使
用
料
の
未
収
入
額
は
１
，

２
８
３
千
円
で
あ
り
、
前
年
度
比
17
・
２
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

水
道
使
用
料
は
、
公
共
料
金
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
使
用
者
相
互
の
負
担
の
公
平
性
の
確
保
と

れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

目
的
別
歳
出
状
況
か
ら
支
出
の
変
動
に
つ
い

て
分
析
す
る
と
、
対
前
年
度
比
で
農
林
水
産
業

費
75
・
４
％
、
土
木
費
6.7
％
、
公
債
費
が
14
・

８
％
増
加
し
て
お
り
、
議
会
費
3.3
％
、
総
務
費

8.0
％
、
民
生
費
15
・
０
％
、
商
工
費
9.2
％
、
消

防
費
12
・
５
％
、
教
育
費
70
・
１
％
、
諸
支
出

金
が
43
・
５
％
減
少
し
て
い
る
。

　

増
加
の
要
因
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
業
費
は
、

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
負
担
金
（
繰
越
）、
中

山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業
（
繰
越
）、
土
木

費
は
、
村
道
戸
渡
谷
相
線
舗
装
事
業
（
繰
越
）、

一
之
橋
補
強
工
事
（
繰
越
）、
若
者
定
住
応
援
補

助
事
業
、
耐
震
対
策
緊
急
補
助
事
業
、
公
債
費

は
、
道
志
小
中
学
校
改
築
事
業
費
元
金
の
起
債

償
還
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
減
少
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
議
会
費

は
議
員
共
済
制
度
に
よ
り
共
済
費
お
よ
び
需
用

費
の
減
、
総
務
費
は
、
横
浜
市
の
水
源
地
道
志

情
報
館
水
カ
フ
ェ
ど
う
し
の
整
備
が
完
了
し
た

こ
と
に
よ
る
減
、
民
生
費
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

浴
槽
の
改
修
お
よ
び
学
童
保
育
所
の
改
築
が
完

了
し
た
こ
と
に
よ
る
減
、
商
工
費
は
、
道
の
駅

駐
車
場
改
修
に
伴
う
減
、
教
育
費
は
、
道
志
小

中
学
校
改
築
後
の
付
帯
工
事
終
了
に
伴
う
普
通

建
設
費
の
減
、
諸
支
出
金
は
、
財
政
調
整
基
金

及
び
公
共
施
設
整
備
等
事
業
基
金
へ
の
積
立
額

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
の
予
算
配
分
に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢

を
反
映
し
つ
つ
、
住
民
の
意
向
に
配
慮
し
、
事

業
の
必
要
性
や
効
率
性
、
優
先
順
位
に
つ
い
て

的
確
な
選
択
を
行
い
、
事
務
事
業
の
円
滑
な
実

安
定
し
た
水
道
事
業
の
運
営
を
図
る
た
め
に

も
、
滞
納
者
に
対
し
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
よ

り
厳
正
な
料
金
徴
収
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　「
介
護
保
険
特
別
会
計
」

　

介
護
保
険
料
の
未
収
入
額
は
６
８
５
千
円
で
あ

り
、
前
年
度
比
34
・
１
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
著
し
く
進
展
し
、
本
村

で
は
高
齢
化
率
が
33
・
５
％
と
な
り
、
高
齢
者

世
帯
や
独
居
老
人
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。
介

護
保
険
制
度
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
中
心
に

各
予
防
事
業
を
展
開
し
、
介
護
給
付
費
の
削
減

に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
保
険
料
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
滞
納
者
の
増
加
抑
制
、
未

収
入
額
の
縮
減
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
。

　「
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
」

　

浄
化
槽
使
用
料
の
未
収
入
額
は
１
，

６
０
９
千
円
で
あ
り
、
前
年
度
比
30
・
７
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

浄
化
槽
使
用
料
は
、
公
共
料
金
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
使
用
者
相
互
の
負
担
の
公
平
性
の
確
保

と
安
定
し
た
浄
化
槽
事
業
の
運
営
を
図
る
た
め

に
も
、
滞
納
者
に
対
し
理
解
を
求
め
な
が
ら
、

よ
り
厳
正
な
料
金
徴
収
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
特
別
会
計
」

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
未
収
入
額
は

２
１
９
千
円
で
あ
り
、
前
年
度
比
47
・
０
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

山
梨
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
が
運
営
主
体
と

な
っ
て
い
る
が
、
保
険
料
徴
収
等
の
事
務
に
関
し

て
は
村
が
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
保
険
料
負

担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、滞
納
者
の
増
加
抑
制
、

未
収
入
額
の
縮
減
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　

国
の
財
政
赤
字
は
依
然
と
し

て
続
い
て
お
り
、
普
通
国
債
残
高
は
年
々

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
今
年
度
末
に
は

８
８
３
兆
円
に
上
る
見
込
み
で
あ
る
。
国
の

経
済
政
策
に
よ
り
雇
用
・
所
得
環
境
が
改
善

し
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
が
、

個
人
消
費
及
び
民
間
設
備
投
資
は
、
所
得
、

収
益
の
伸
び
と
比
べ
力
強
さ
を
欠
い
た
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
消
費
税
の
引
き
上
げ
等
に

伴
う
、
税
収
拡
大
な
ど
を
ね
ら
っ
た
財
政
再

建
を
図
っ
て
も
、
急
激
に
進
む
少
子
高
齢
化

で
社
会
保
障
費
の
増
大
は
著
し
く
、
抜
本
的

な
改
革
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
本

村
に
お
い
て
も
状
況
は
同
様
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
課
題
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
地
方
創
生
は
都
市
か
ら
地
方
へ

の
人
口
移
動
を
主
と
し
て
、
地
方
の
自
立
性
、

将
来
性
、
地
域
性
、
直
接
性
、
そ
し
て
結
果

重
視
の
原
則
に
即
し
て
行
っ
て
い
く
も
の
で

あ
る
が
、「
選
ば
れ
る
自
治
体
」
と
な
る
に
は
、

「
道
志
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
確
実
な
執
行
に
よ
り
、
魅
力
あ
る

村
を
創
造
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
同
時

に
適
正
な
役
割
分
担
に
よ
り
行
政
全
体
を
効

率
化
し
、
自
立
し
た
地
方
の
実
現
の
た
め
、

堅
実
な
財
政
運
営
も
必
要
と
な
る
。
ま
た
、

恒
常
的
に
行
う
業
務
に
加
え
、
新
た
な
施
策

を
実
施
す
る
こ
と
で
職
員
の
役
割
と
責
任
は

重
く
重
要
で
あ
り
、
国
の
行
う
働
き
方
改
革

の
も
と
、
事
務
事
業
の
遂
行
に
お
け
る
予
算

管
理
と
適
正
な
業
務
執
行
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
人
材
育
成
及
び
適
正
評
価
に
努
め

る
よ
う
求
め
る
。

総
　
括
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　大月税務署では、年末調整のしかた及び法廷調書・給与支払報告書の作成と提出方法などの事務を
円滑に行っていただくため、次の日程で説明会を開催します。
　対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。
ただし、市町村で配布している給与支払報告書は、対象地区以外の説明会場ではお渡しすることがで
きませんので、直接各市町村へご請求いただくことになります。
　また、本年度は、年末調整説明会開催前の 10時 00 から 11 時 25 分まで消費税の軽減税率制度等
説明会も併せて開催しますので、ご出席ください。

●改正の内容
(1)　配偶者控除及び配偶者特別控除の控除額の改正 
　1　配偶者控除の控除額が改正されたほか、給与所得者の合計所得金額が 1,000 万円を超える場合
　　  には、配偶者控除の適用を受けることができないこととされました。
　2　配偶者特別控除の控除額が改正されたほか、対象となる配偶者の合計所得金額が 38 万円超
　　  123 万円以下とされました。

(2)　扶養親族等の数の算定方法の変更
　扶養親族等の数の算定に当たり、配偶者が源泉控除対象配偶者に該当する場合には、扶養親族
等の数に 1人を加えて計算することとされました。また、同一生計配偶者が障害者に該当する
場合には、扶養親族等の数に 1人を加えて計算することとされました。

問い合わせ　　大月税務署法人課税第一部門　☎ 22-3151　道志村役場総務課　☎ 52-2111

改正前の制度から大きく変更されます。国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）に以下のパンフレット等を掲載していますので、
ぜひご利用ください
　・源泉所得税の改正のあらまし　平成 29 年 4月
　・平成 30 年分以降の配偶者控除及び配偶者特別控除の取り扱いについて～毎月（日）の源泉徴収のしかた～

配偶者控除及び配偶者特別控除の見直しが行われました
平成 30年分以後の所得税に適用されます

年末調整等説明会・消費税の軽減税率制度等説明会

開催日 会場名・所在地 対象地域

11 月６日 ( 火 ) 富士五湖文化センター
（ふじさんホール）大ホール

富士吉田市・富士河口湖町・忍野村・
鳴沢村・山中湖村

11 月７日 ( 水 ) 上野原市文化ホール
（もみじホール）2階会議室 2 上野原市・小菅村・丹波山村

11 月８日 ( 木 ) 都留市文化ホール
（うぐいすホール）小ホール 都留市・西桂町・道志村

11 月９日 ( 金 ) 大月市民会館　4階視聴覚室 大月市

・開催時間（各会場共通） 軽減税率制度等説明会　　10 時 00 分～ 11 時 25 分
用紙配布　　　　　　　　13 時 00 分～ 13 時 30 分
年末調整等説明会　　　　13 時 30 分～ 16 時 00 分
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　県と市町村では、税の公平性と税収を確保するため、県下一斉滞納整理強化月間を設定し、県総合
県税事務所と市町村による合同捜索やタイヤロックなどを重点的に実施します。

● 納税に困ったら早めに相談を！
　何らかの事情（離職や病気による減収など）により、
税金を納期限までに納付できない場合には、所得及び
資産の状況により、分割納付できる場合があります。
　納期が過ぎれば過ぎるほど延滞金が加算され、納付
額が大きくなってしまうので、早めに当該自治体にご
相談ください。

〈差押品の公売のご案内〉
　滞納整理強化月間における差押品については、
「Yahoo!JAPAN 官公庁オークション」にて公売（せり
売り）を予定しています。入札は、原則どなたでもご
参加可能です。差押品の入札についてご興味がありま
したら、「官公庁オークション」で検索してください。
※行政機関毎の出品物の閲覧も可能です。

　〈入札スケジュール〉
　参加申込期間：平成 31年 1月 8日～ 1月 22日　
　入札期間：平成 31年 1月 29日～ 1月 31日

滞
納
処
分
の
流
れ

納
税
通
知
書
の
発
送

納
税
通
知
と
納
付
書
を
発
送
し
ま
す
。

納
税
の
督
促

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
さ
れ
な
い

場
合
は
、
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

督
促
状
の
発
送
か
ら
10
日
経
過
し
て

も
納
付
が
な
い
と
き
は
、
差
押
え
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

財
産
調
査

滞
納
者
が
所
有
し
て
い
る
財
産
を
調

査
し
ま
す
。
捜
索
（
滞
納
者
の
自
宅

な
ど
で
財
産
を
発
見
す
る
た
め
に
行

う
強
制
的
な
立
入
り
）
も
行
い
ま
す
。

財
産
の
差
押
え

給
与
、
預
金
、
不
動
産
、
自
動
車
、

動
産
な
ど
を
差
押
え
ま
す
。

差
押
え
財
産
の
換
価
・
充
当

差
押
え
た
財
産
は
、
取
り
立
て
や
公

売
を
し
換
価
（
換
金
）
し
ま
す
。
換

価
し
て
得
た
代
金
は
、
滞
納
税
に
充

当
し
ま
す
。

税金の納め忘れはありませんか？

11 月・12 月は、税の滞納整理強化月間

　家屋を新築（増築）された場合、次
年度からその家屋に対して固定資産税
が課税されます。村では、固定資産税
評価額を算出する為に、家屋調査を実
施しておりますので、ご協力をお願い
いたします。

家屋を新築（増築）された時は、
道志村役場総務課（☎ 52-2111）まで

ご連絡ください。

家屋評価にお伺いします！！
　家屋の評価額は、総務大臣が定めた固定資産評価基準に基づき
算出します。この基準での評価方法は、家屋をいくつかの部分（屋
根・基礎・外壁・内装・建具等）に区分して評価していく方法です。
したがって、家屋の内部も調査させていただく必要がありますの
でご協力をお願いいたします。
　手順は、家屋の完成後調査日時を調整さ
せていただき、ご家族の方の立会いのもと、
実施いたします。

●事前に準備していただくもの…間取り図（寸法等の記載されたもの）
　※一時的にお借りする場合があります。ご了承ください。

家屋を新築・増築された方へ

 問い合わせ　山梨県総合県税事務所   ☎  055-261-9111
　　　　　   道志村役場総務課   ☎  52-2111
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入　札　結　果
 工事

工事名 落札者 落札金額 予定価格 工期 指名業者

水源の森野外音楽堂改修工事 ㈱佐藤工業所 4,320,000 4,450,000 H30.5.22 ～ H30.7.31 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、川上建設㈱、
㈱梶原工業所、㈱栄真工業

浄化槽 30-1 工事 ㈱佐藤工業所 3,020,000 3,120,000 H30.5.22 ～ H30.11.30 ㈱佐藤工業所、㈲佐藤設備、渡建工業㈱、
㈲七里緑化、長田産業㈱

浄化槽30-2工事 ㈲佐藤設備 2,990,000 3,123,000 H30.5.22 ～ H30.11.30 ㈱佐藤工業所、㈲佐藤設備、渡建工業㈱、
㈲七里緑化、長田産業㈱

道志小中学校校舎裏舗装工事 ㈲渡辺工務所 4,490,000 4,580,000 H30.7.24 ～ H30.9.30 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、㈲渡辺工務所
板橋・善之木簡易水道本管
布設替工事 ㈲佐藤設備 2,280,000 2,370,000 H30.7.24 ～ H30.10.31 ㈲佐藤設備、長田産業㈱、三協設備㈱、

宮下設備工業㈱、㈲太田水道工務店
情報通信基盤整備GE-PON
システム更改

東日本電信電
話㈱ 41,500,000 50,200,000 議決の翌日～H31.2.28 東日本電信電話㈱、㈱協和エクシオ甲信支店、㈱ YSK-

ecom、㈱アースワークス、電気興業㈱中央営業部
浄化槽30-3工事 長田産業㈱ 1,969,000 2,020,000 H30.9.7 ～ H31.2.28 ㈱佐藤工業所、㈲佐藤設備、渡建工業㈱、長田産業㈱
浄化槽30-4工事 渡建工業㈱ 4,150,000 4,303,000 H30.9.7 ～ H31.2.28 ㈱佐藤工業所、㈲佐藤設備、渡建工業㈱、長田産業㈱
大指地区用水路改良工事 ㈱佐藤工業所 2,870,000 2,960,000 H30.10.11 ～ H30.12.20 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、㈲渡辺工務所

 委託
委託名 落札者 落札金額 予定価格 工期 指名業者

浄化槽保守点検業務委託（長又～中神地） 長田産業㈱ 3,890,000 3,976,000 H30.5.22 ～ H31.3.29 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、㈲佐藤設備
浄化槽保守点検業務委託（東神地～東和出村） ㈱佐藤工業所 3,280,000 3,332,000 H30.5.22 ～ H31.3.29 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、㈲佐藤設備
浄化槽保守点検業務委託（竹之本～月夜野） ㈲佐藤設備 3,812,000 3,864,000 H30.5.22 ～ H31.3.29 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、㈲佐藤設備

岩花橋耐震補強補修詳細設計 ㈱大輝山梨支店 8,520,000 9,629,446 H30.6.23 ～ H30.12.20 ㈱パスコ山梨支店、国際航業㈱山梨営業部、
㈱大輝山梨支店、㈱三和航測甲信支社

農道川原畑支線 7号線
開設工事測量設計業務委託 ㈱OMT 4,950,000 5,230,000 H30.6.23 ～ H30.9.25 HAMADA合同会社、パイロット測量設計㈱、

東和測量設計㈱、三和エンジニアリング㈱
谷相用水路改修工事
測量設計業務委託

三和エンジニア
リング㈱ 3,500,000 3,690,000 H30.6.23 ～ H30.9.25 HAMADA合同会社、パイロット測量設計㈱、

東和測量設計㈱、三和エンジニアリング㈱
農村地域防災減災推進計画
策定業務委託

NTCコンサルタンツ
㈱東京支社 7,200,000 7,590,000 H30.7.24 ～ H31.2.28 NTC コンサルタンツ㈱東京支社、㈱葵エンジニアリング

関東支社、㈱栄設計、内外エンジニアリング㈱東京支店

 物品
契約名 落札者 落札金額 予定価格 工期 指名業者

道志村消火栓格納箱等
物品購入 三和防災㈱ 900,000 1,300,000 H30.5.22 ～ H30.7.31 三和防災㈱、㈲井出デバリ商会、東八防災㈱、

㈱東ポン商会、㈲中村ポンプ工作所

消防団新基準装備品整備 三和防災㈱ 1,133,000 1,600,000 H30.10.11 ～ H30.12.5 三和防災㈱、㈲井出デバリ商会、東八防災㈱、
㈱東ポン商会、㈲中村ポンプ工作所

公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する
法律第8条第1項に基づき入札結果を公表します。

問い合わせ　道志村役場総務課　☎ 52-2111

　緑の募金にご協力ありがとうございました。
　皆様にご協力いただいた募金で、小学校の花壇づ
くりや森林体験、村内の緑化等、豊かな郷土づくり
に役立てていきたいと思います。

　日本赤十字は会員の皆様に支えられ、災害救護・国際活動・
救急法等の講習・赤十字奉仕団活動の推進等の活動を実施し
ております。赤十字活動を資金面から支えてくださる方々を
「会員」と呼んでおり、平成30年度は自治会長を通じて集
金にご協力いただき、多くの方々にご納入いただきました。
今後共、日本赤十字社の活動に、ご理解とご協力をお願いい
たします。◆問い合わせ　道志村役場住民健康課☎52-2113

地区名 金　額 地区名 金　額 地区名 金　額

月夜野 3,500 竹之本 10,500 上中山 10,000 
大　渡 4,000 東和出村 10,000 下善之木 8,500 
野　原 5,500 西和出村 11,000 上善之木 6,000 
久　保 4,000 谷　相 7,000 川　村 4,000 
笹久根 6,000 川原畑 9,000 板　橋 9,000 
大室指 8,000 大　指 9,000 下白井平 6,500 
椿 5,500 釜之前 6,000 上白井平 6,000 

小善地 5,500 東神地 10,500 長　又 8,500 
大　栗 5,500 中神地 7,500
馬　場 9,500 下中山 6,000 合　計 202,000 

緑の募金について 日本赤十字社会費納入について

地　区　名 会　費
久保地区　　（月夜野～大室指） 61,000 円
長幡東地区　（椿～馬場） 48,000 円
長幡西地区　（竹之木～西和出村） 62,000 円
川原畑地区　（谷相～釜之前） 62,000 円
神地地区　　（東神地～上中山） 66,000 円
善之木地区　（下善之木～長又） 114,000 円

合　　　計 413,000 円
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全村民に助成します！

インフルエンザワクチン予防接種の助成

インフルエンザは、秋から冬にかけて再流行する恐れがあります。

流行する前に接種しましょう！！

接種期間：平成 30年 10月 1日～平成 31年 2月 28日

接 種 回 数 助 成 額 対 象 者

1 回目 2,500 円 道志村村民全員

2回目 1,500 円

・生後 6ヶ月～ 13 歳未満まで
・13歳以上中学3年生までは基礎疾患等により、
  医師がみとめる場合助成の対象とします。
  （厚生労働省Ｑ＆Ａより）

年 齢 接 種 方 法・助 成 方 法

0 歳～ 18 歳に達し
た日以降の最初の 3
月 31 日までの間に

ある方

母子手帳を持参し、医療機関にある予診票を使用して接種して下さい。
医療機関窓口において 2,500 円の助成を受けられますので、差額分を
支払って下さい。契約医以外は、償還払いとなります。

19 歳～ 64 歳
（道志村独自助成）

医療機関にある予診票を使用して、接種して下さい。
医療機関で全額支払い、役場へ償還払いの手続きを行ってください。
ただし、道志村診療所では窓口で 2,500 円の助成を受けられます。

65 歳以上の方

郵便で送付された専用の予診票を使用し、山梨県内の医療機関で接種
して下さい。（青根診療所も接種可能）
医療機関窓口において 2,500 円の助成を受けられますので、差額分を
支払ってください。

●助成対象者

●接種方法・助成方法

●償還払いの方法

19 歳～ 64 歳の方、未契約の医療機関で接種した方は、役場に償還払いの申請を行ってください。
・申請書　　役場にあります
・領収書　　※領収書で内容が確認できない場合は、必ず接種済証をもらってください。

指定管理者制度導入による利益を住民に還元します

指定管理者制度導入により民営化された施設の使用料の一部で、独自助成を行います。

指定管理者制度
（民営化した施設）

道の駅どうし
福祉センター 等

道志村役場

暮らし向上基金

村　民

１人につき 2,500 円

使用料 還 元

問い合わせ　道志村役場住民健康課　☎  52-2113
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診療所だより
猛暑や台風で悩まされたのもつかの間、早いもので、そろそ

ろ冬の足音が聞こえてきそうな時期になりました。例年、イン
フルエンザの流行も冬とともに到来します。まずは予防接種を
受けることをお勧めします。必ずしも予防接種によって感染が
防げるというわけではありませんが、少なくとも「かかりずら
く」「かかっても重くなりにくい」という効果が望めます。イ
ンフルエンザワクチンは接種から 2週間程度で効果が出てき
て、およそ 4~5 ヶ月間は効果が持続するといわれています。
風邪（インフルエンザやノロウィルスなども）は飛沫感染や

接触感染でうつります。くしゃみ／鼻水・咳・嘔吐／下痢等に
より、目に見えないウィルスが周囲の空気中を漂い、ホコリや
壁や床、衣類や寝具、タオルなどに付着します。それが知らな

いうちに主に口や鼻から侵入して感染します。知らず知らずの
うちに自分の手に付着したウィルスを、無意識のうちに自分の
口や鼻へと運んでしまって感染することが非常に多いのです。
したがって、頻繁な手洗い（流水で十分です）やマスク着用が
もっとも有効な予防手段になります。マスク着用は、くしゃみ
や咳でウィルスを周囲にまき散らすことをある程度防ぐととも
に、飛沫やほこりを直接吸い込んでしまうことやウィルスの付
着した自身の手が直接口元に触れることを防ぐ効果もあります。
　毎年繰り返し書いていますが、風邪の特効薬はなく、予防が
最も大切です。流行の季節を元気に乗り切れるよう、今から十
分に注意してみてください。

診療日　月・火・水・金／木・土（午前のみ）　休診日　日・祝日　☎ 52-2155歯科診療所より

・月始めには保険証の提出を
お願いします。
・火曜日は 9:30 ～ 10:30 ごろ
まで胃カメラ検査になります。
・第一・第三・第五の木曜日
と土曜日は午前中のみの診療
となり、血液検査は出来ませ
んのでご了承ください。
・第二・第四土曜日は休診です。

11月の予定
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

11/1
午前中のみ診療

11/2 11/3
文化の日

11/4 11/5 11/6
午前：胃カメラ

11/7 11/8 11/9 11/10
休診

11/11 11/12 11/13
午前：胃カメラ

11/14 11/15
午前中のみ診療

11/16
10 時～ 11時
保育所検診

11/17
午前中のみ診療

11/18 11/19 11/20
午前：胃カメラ

11/21 11/22 11/23
勤労感謝の日

11/24
休診

11/25 11/26 11/27
午前：胃カメラ

11/28 11/29
午前中のみ診療

11/30

☎ 52-2040

　平成 16 年度に児童虐待防止法が施行された 11 月を「児童虐待防止推
進月間」とし、児童虐待防止のための各種取り組みを全国的に実施してい
ます。
　児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあり、子どもの
命を奪われる重大な事件も後を絶たないなど深刻な状況が続いています。
　相談は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守
られます。虐待などを受けた、または受けていると思われる子どもを見つ
けた場合は、児童相談所全国共通 3桁ダイヤル「189」に連絡して下さい。「あなた」の 1本のお電話
で救われる子どもがいます。また、子育てに悩む保護者を支援するための大きな一歩となります。

11月は「児童虐待防止推進月間」です

直接相談先に連絡する場合は、下記までご連絡をお願いします。

・道志村役場住民健康課 　☎ 52-2113
・都留児童相談所 　　　　☎ 45-7838
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　こんにちは。道志村移住支援センターの大野です。
　10 月 7日（日）はよく晴れて、絶好の運動会日
和でした。
　そんな中移住支援センターも 2組の移住希望者を
迎え村民の皆さんとの交流を図る目的でアテンドし
ました。あいにく、東京からの車の渋滞にはまり一
組の家族は参加できずに終わりましたが、もう一組
の方は昨年も参加してくれ、今年はいつですか？と
の問い合わせもしてくれたのが嬉しかったです。こ
の家族は昨年、お子さんのみの競技参加でしたが今
年は家族全員で何種目もの競技に積極的に参加し、
その中で村の方々とも仲良くなったり、子供同士で
昼休みは遊んだりなどの光景を目にする事ができ、
村の行事に新規移住者さんが参加する重要性を改め
て実感しました。
　体育祭は老若男女、普段あまり接点のない方々
とも交流できる貴重な機会です。競技内容も誰も

が参加できるよう
に構成されている
し、速さや強さよ
りも一緒にチーム
で参加して力を合
わせる事と一生懸
命それぞれ取り組む事がこの体育祭の趣旨に思えま
した。体育祭の開催にあたり体育協会をはじめ、教
育委員会、村会議員、露店の出店者などたくさんの
方が支えてくれています。それを見ていると簡単に
57 年続くこの体育祭をなくす事はできないなぁと
思います。今年は、参加者が楽しめるようにと「ス
タンプカード」もあり、競技に参加した全員に一つ
一つ係りの方がスタンプを押してくれました。新し
い試みで大変良かったです。新しいアイデアを取り
入れつつ、昔の良さを引き継いでこれからもみんな
で楽しめるような体育祭であってほしいです。

道志村に移住者を呼ぼう！⑫ 「第 57回村民体育祭」に
新規移住予定のご家族 1組参加しました
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　『知ろう！自分の体のこと　考えよ
う！生活習慣』のテーマで 9 月 22
日（土）やまゆりセンターにおいて
どうし健康まつり、山梨県立介護実
習普及センター主催により認知症地
域公開講座も同時開催いたしました。　
　健康まつりでは、3歳児虫歯ゼロ
表彰、8020 表彰、健康度測定、食
事バランスチェック、高齢者疑似体
験が行われました。
　認知症地域公開講座は、日下部記
念病院院長久保田正春先生より「認
知症の正しい理解と対応について」
講演をしていただきました。認知症
は生活習慣病が関係している疾患が
多いこと、自覚症状のある早期時期
での受診の勧めがあり、認知症への
理解が高まるよい機会となりました。

　10 月 7 日 ( 日 ) 村民グラウ
ンドにおいて、道志村体育協
会主催の第 57回道志村村民体
育祭りが開催されました。
　子どもから大人、移住ツアー
の方々が集まり、競技を通して
楽しみながら交流をしました。
　飲食ブース出店者の皆様、
ヴァンフォーレ甲府マスコッ
トのヴァンくんの参加、協力団
体のご支援により楽しいひと
時を過ごすことができ、素晴
らしい体育祭りになりました。
　今後も村民の健康づくりの
促進と相互の親睦、交流を図れ
るような事業を行っていきた
いと思いますので、ぜひ、ご
参加ください。

どうし健康まつり・認知症地域公開講座開催

第 57 回　道志村村民体育祭り開催

〈子ども上位３名〉
第１位　佐藤徳磨
第２位　加藤己侑
第３位　出羽高虎

〈大人上位３名〉
第１位　出羽佳子
第２位　水越智恵子
第３位　佐藤瑠美

３歳児虫歯ゼロ表彰者：千田偉月さん、
山口杏奈さん、池谷茜理乃さん、佐藤環音さん、
山口十愛さん、佐藤里桜さん、山口華瑚さん、
渡邊春斗さん
８０２０表彰者：高瀬幸雄さん、佐藤通泰さん、
渡辺実子さん、佐藤美和子さん 佐藤通泰さん山口杏奈さん山口十愛さん山口華瑚さん 千田偉月さん池谷茜理乃さん佐藤里桜さん



広報どうし 455 号（15）

　教育委員の任期満了に
伴い、平成 30 年 10 月 1
日付で、川村地区の佐藤
富治さんが就任されまし
た。教育委員の任期は４
年です。教育行政の推進にご尽力いただき、
ご活躍を期待しております。

　人権擁護委員　山口章氏が 10月１日付け
で法務大臣から委嘱されました。（再任）

　人権擁護委員は、人格識見が高く、人権
擁護に理解のある人を、村長が推薦し、法
務大臣から委嘱されます。任期は、３年間
です。道志村においては、現在３人の人権
擁護委員が活躍しています。

教育委員に　
佐藤　富治 氏

人権擁護委員に　
山口　章 氏

　平成 30年 9月 6日に発生した北海道胆振地方中
東部を震源とする最大深度 7の地震により、北海
道に大きな被害が出ました。被災された地域の一日
でも早い復旧、復興を願い、義援金を募集します。
役場住民健康課窓口に募金箱を設置します。皆さま
から寄せられました義援金は、日本赤十字社山梨県
支部を通じて、被災された方々にお届けします。
　また、山梨県共同募金会を通じての義援金も募集
しています。受付は道志村社会福祉協議会ですので、
詳しくはお問い合わせ下さい。☎  52-2072
　皆さまのあたたかいご支援お待ちしております。

受付期間　平成 31 年 1月 31 日まで
受付時間　8 時 30 分～ 17 時まで
　　　　　　（土・日・祝日は除く）

受付場所　役場住民健康課窓口に
　　　　　募金箱を設置

〈義援金を直接振り込む場合〉
詳しくは日本赤十字社ホームページ

(http://www.jrc.or.jp) をご覧ください。

エコ通勤・エコ通学トライアルウィークを実施します
　山梨県では公共交通、徒歩、自転車などの環境にやさしい通勤・通学手段に転換するきっかけづくりとして、
12/10 ～ 12/16 の 1週間、「エコ通勤・エコ通学トライアルウィーク」を実施します。参加いただける事業所
は登録お願いします。

　10月 10 日（水）に集団献血を実施いたしました。午前は
役場前駐車場、午後は道の駅どうしで行い、村内各事業所の
ご理解と村民の皆様のご協力により、77名の参加をいただき
ました。将来にわたる血液の安定的な確保が重要課題となっ
ている中で、多くの方にご協力をいただき感謝いたします。

献血のご協力ありがとうございました

平成30年北海道胆振東部地震 災害義援金の募集について

道志村役場ふるさと振興課 　☎ 52-2115
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　平素は青年団活動について格別のご理解、ご協力を賜り感謝申し上げます。
  さて、先般本団主催の「納涼盆踊り花火大会」には村民の皆様から多額のご寄付を賜りまことにありがとうご
ざいました。おかげさまをもちまして無事終えることができ、団員一同心よりお礼申し上げます。
　これからも村の発展と活性化の為、様々な行事の運営、参加に務めたいと思いますのでよろしくお願い致します。

青年団活動にご理解とご協力ありがとうございました

支　出
花火代 900,000
抽選会景品代 290,000
各種団体への謝礼金 90,000
機材・車借上・電気工事代　等 227,000
販売品等 215,000
うちわ・タオル等 105,000
諸経費 3,000
合　計 1,830,000

収　入
村補助金・助成金 650,000
寄付金 1,180,000
合　計 1,830,000

寄付金件数 360 件

収支決算額
　1,830,000　-　1,830,000　＝　0
　　（収入） 　　　（支出） 　　　（繰越）

団体からのお知らせ

日 場　所 時　間
11 月 4日（日） 善之木体育館 7:00 ～ 12:00
11 月 11 日（日） やまゆりセンター 7:00 ～ 12:00

11 月 18 日（日）
道志小中学校 7:00 ～ 10:00
旧道志小学校 10:00 ～ 12:00

11 月 25 日（日）
みなもと体験館 7:00 ～ 10:00
月夜野消防団詰所 10:00 ～ 12:00

※粗大ごみは、必ず当日お持ちください。

11 月粗大ゴミの収集について 富士山図柄入りナンバー

道志村役場産業振興課　☎  52-2114

　昨今の全国的な地球温暖化防止の取組みも踏まえ、エコライフを実現するため、ご家庭
でエコライフ施設を購入される方に対して、一定の助成金を交付しております。みなさま
の積極的なご活用を期待しております。

道志村エコライフ促進事業助成金交付について

なお、本要綱及び申請書等の様式に
ついては、道志村役場ホームページ
に公表しています。詳細については、
そちらをご確認ください。

※本年度（平成30年 4月 1日以降）
購入予定の方のみ

助成対象施設
・住宅用太陽光発電システム
・木質バイオマスストーブ（木質ペレットか薪 )
・家庭用生ごみ処理機
・電気自動車
・木質バイオマスボイラ

『上限10万円』
『上限10万円』
『上限 2万円』
『上限10万円』
『上限10万円』

　下記のとおり、粗大ゴミの収集を実施し
ますのでご利用ください。当日は収集場所
に回収業者がおります。

　新車・中古車の購入時はもちろん、現
在ご使用中のお車でも、今の番号を変更
せずに、いつでも地方版図柄入りナンバ
ープレートを取り付けることができます。
（一部、番号変更が必要な場合があります。）

山梨運輸支局登録部門 ☎ 050-5540-2039

申込先：http://www.graphic-number.jp 
またはお近くのディーラー・整備工場

交付開始

道志村役場産業振興課　☎  52-2114
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駐在所だより　 平成 30年 11月号
発　行　大月警察署
　　　　道志駐在所
　　　　　天野　直樹
　　　　☎  52-2033

広報　道志川
 指名手配被疑者の捜査強化にご協力を !!

　平成 30年 8月末現在、全国の警察から指名手配されている被疑者は約 640 人です。これらの被疑
者は、殺人、強盗等の凶悪事件のほか、暴行、傷害、窃盗、詐欺、横領等の事件に関して指名手配し
ており、再び犯行を敢行する恐れがあります。
　警察では特に重大な犯罪の被疑者を選定した上で、11月中に警察の総力をあげて
追跡捜査を行うこととし、これら被疑者の早期検挙に取り組んでいるところです。
　この指名手配被疑者の発見に向けた捜査活動には、みなさんのご協力が是非とも
必要です。「指名手配被疑者によく似た人を見かけた。」といった情報など、どんな
僅かなことでも結構ですので、大月警察署までご連絡をお願いします。

 国際テロに関心を !!

　大月警察署では「TOKYO2020 オリンピック・パラリンピック競技大会」の開催を控え、様々な国
際テロ対策を推進しています。世界各国では、銃乱射事件や大型車を歩行者
に衝突させるなど多くのテロ事件が発生しています。大月警察署から次の 2
点についてご協力をお願いします。

　1.　不審者、不審車両、不審物等の発見時には警察に通報する。
　2.　自主警戒の強化（戸締りの徹底、防犯カメラの設置等）

 枯草火災に注意を !!
　
　秋になり落ち葉がでる季節になりました。
空気が乾燥していますので、落ち葉や枯草
を燃やす際は、水の入ったバケツをそばにお
くなど消火準備をして燃え移らない場所で
行って下さい。また事業で出たゴミだけでは
なく、家庭から出た一般ゴミを燃やしても、

　廃掃法 ( 焼却禁止 ) 違反
に、燃やす方法や状況によっては、

　軽犯罪法 ( 火器乱用 ) 違反

 狩猟期における事故防止を!!
　
　平成 30 年度の狩猟期間は 11 月 15 日から解禁
されますが、秋は登山、ハイキングや釣り人など
入山者が増える季節です。狩猟の際は次の点に注
意して事故防止を徹底して下さい。

1.　銃口は、絶対に人のいる方向に向けないこと
2.　銃は常に自分で管理すること
3.　脱包したら必ず機関部を開放すること
4.　実包は足場が決まってから装填すること
5.　猟場では矢先の確認を
　   しっかりすること
6.　注意力を要請すること
7.　同行者の位置とその移動
　   に注意すること

などの犯罪になる場合が
ありますので、ゴミなど
を自分で燃やさないよう
にして下さい。
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平成 30年度第４回みんなでチャレンジ！！
～New Sports 教室～　キンボール編
　道志村スポーツ推進委員会では、村民の体力・健康
の保持増進に役立てる機会とすること、また、村民の
交流を目的として ‘New Sports 教室 ’ を開催します。
　今回チャレンジする種目は、キンボールです。キン
ボールは、大きな球を使った
ニュースポーツです。ルールも
簡単で、子どもから大人まで楽
しめる内容になっております。
参加者みんなで新しいスポーツ
にチャレンジしてみませんか？
■日時　11 月 16 日（金）19：00 ～
■場所　道志体育館（旧道志小学校体育館）
■参加費　無料
■持ち物　館内履き・タオル・飲み物
　 道志村スポーツ推進委員会事務局（教育委員会内）☎ 52-1020問

ぴゅあ富士からのお知らせ
女性のカラダとココロエ～更年期を楽しく～
　プレ更年期、更年期の不調を解消するにはどうした
らよいでしょうか。正しい女性ホルモンの知識を得て、
カラダの変化を解消し、更年期を楽しみたいですね！
■日時　11 月 17 日 ( 土 )　15：00 ～ 16：30
■会場　ぴゅあ富士　団体連絡室
■対象　女性 20 名　※参加無料・事前申込。
“ キッズキッチン “クリスマスをたのしもう！
■日時　12 月 8日 ( 土 )　10：00 ～ 13：00
■会場　ぴゅあ富士　調理実習室
■持ち物　エプロン・三角巾・お手ふきタオル・上履き
■対象　5歳～ 12 歳の子ども 12 名
■参加費　1,200 円 ( 材料費 ) ※事前申込。
　 山梨県立男女共同参画推進センターぴゅあ富士　☎45-1666 問

第 45回道志村スキー教室
　道志村体育協会では、今年も一泊二日でスキー教室
を開催します。スノースポーツを通して年齢性別問わ
ず、村民の交流を目的としていますので多くの皆様に
ご参加いただければと思います。
■日時　1月 5日（土）～ 6日（日）　一泊二日
■場所　Mt. 乗鞍スノーリゾート　
　　　　宿泊：乗鞍ライジングサンホテル小百合 
■参加費　一人 2,000 円　
　※別途、宿泊費・レンタル料（必要な方のみ）
■申し込み
11 月 22 日（木）までに広報どうし 11 月号と同時
配布の参加申込書兼同意書に必要事項をご記入の上、
参加料を添えて体育協会事務局（教育委員会内）ま
でご提出ください。
■定員　45 名　※定員になり次第締め切り。
※スキー板・ウェア等のレンタル料、宿泊費は、参加者
　負担でお願いいたします。
　 道志村体育協会事務局（教育委員会内）☎ 52-1020問

11 月の「歌の会」
　「歌の会」では、ピアノ演奏に合わせて、昭和のヒッ
ト曲や童謡など、心懐かしい歌を唄ったりしています。
どなたでも参加できますので、ぜひおいで下さい。
■日程
2 日（金）、5日（月）、6日（火）、9日（金）、14 日
（水）、15 日（木）、19 日（月）、21 日（水）、22 日（木）、
27 日（火）※ 14 時～ 15 時まで実施しています。
■場所　福祉センター

11 月のつぼみっこくらぶ
　ママ友作りはもちろんですが、保育所入所前から他
の子どもと遊び、集団生活の練習をしてみましょう。
乳幼児期からよい食事で健康づくり！離乳食作りを学びましょう！
■日時　11 月 1日（木）10 時～ 14 時
■場所　学童保育所「どうしっこ」
■講師　栄養士　長田文江
■内容　「離乳食・幼児の食事作り」
＊調理実習をし、離乳食の作り方や幼児の適切な食事
　作りについて学びましょう。
親子の絆を強め、自然な運動発達を促します！
■日時　11 月 15 日（木）10 時～ 12 時
■場所　学童保育所「どうしっこ」
■講師　運動士　石倉秀子
■内容　ベビー・キッズ・ママさんビクス
＊村内のお母さん達で楽しく身体を動かしながら交流
　しましょう。
　 道志村役場住民健康課　☎ 52-2113問



刈払機・チェンソー講習会
　㈱日立建機教習センターによる刈払機とチェンソー
の出張講習会を開催します。ぜひご参加ください。
■日時　刈払機：11 月 22 日 ( 木 )　9 時～ 17 時頃
　　　　チェンソー：11月 26日（月）・27日（火）の２日間
■場所　やまゆりセンター
■申し込み締め切り　11 月 14 日（水）まで
　 NPO道志・森づくりネットワーク　☎  56-7266問

広報どうし 455 号（19）

東京 2020 五輪自転車競技ロード PR　
VRでコース体験イベント

　2020 年東京五輪の自転車ロード
レースで、本村・山中湖村を通過する
コースが正式に決定したことを受け、
県は、11 月 10 日（土）、11 日（日）

の両日に甲府市小瀬スポーツ公園で開かれる県民の日
のイベントで自転車ロードレースのPRブースを設けま
す。（当日は本村ふるさと振興課職員も同会場にてブー
スを設けております。）
　自転車競技体験イベントとして、両村で撮影した映
像をゴーグルで鑑賞しながらペダルを漕ぎ、あたかも
コースを走っているかのような体験が味わえる「サイ
クリング VR（仮想現実）」やローラー台に固定設置さ
れた自転車を漕いで最高速度を計測する「スピードチャ
レンジ」のコーナーが設けられます。
　また、ステージイベント（10 日のみ）として東京
2020 マスコットである「ミライトワ」と「ソメイティ」
によるステージ、日本を代表するライダー 2 人による
BMX パフォーマンスショー、本村や山中湖村など「東
京 2020 自転車競技ロードレース」に関連するクイズ
大会など盛りだくさんの内容となっています。
　大会 PR と機運醸成に繋がる絶好の機会であります
ので、是非とも会場にお越しください。
　 道志村役場ふるさと振興課　52-2115 

第 2回リレーシンポジウム
「道志村にみる野生生物による被害とその対
策～生態調査から～」
　山梨大学と山梨県町村会は、地域の農業、食、環境、
経済の問題解決と若者の定住促進により持続的に反
映する地域社会の構築を目的に、リレーシンポジウ
ムを通じて、課題解決とその方策の提案を連携して
行います。
　本シンポジウムでは、野生生物による農作物被害や
通行車両への接触・衝突の問題を抱える道志村の現状
から、その解決と同様な課題を持つ他地域への参考例
を提案していきます。
■日時　12 月 1 日 ( 土 )13：30 ～ 16：30
　　　　（開場 13：00）
■会場　水源の郷やまゆりセンター「ふれあいホール」
■定員　150名　参加費無料。どなたでも参加できます。
■主催　山梨県町村会・山梨大学・道志村
■プログラム
13：30 ～　主催者挨拶
山梨大学　理事（産学官担当）　早川正幸
山梨県町村会　会長　小林優
道志村長　長田富也
13：45 ～　講演
「野生生物による被害の現状と課題
　～山梨県・道志村のいまとこれから～」
山梨大学生命環境学部・国際流域環境研究センター
助教　馬籠純
15：00 ～　ワークショップ  
　「農作物被害」
　特定非営利活動法人甲斐けもの社中
　理事長　山本圭介
　 「野生生物との交通事故」
　山梨大学生命環境学部・国際流域環境研究センター
　助教　馬籠純
　 「市民協働による調査・対策」
　一般社団法人地域 ESD事務所つむぐ
　代表理事　村山敬洋
16：00 ～　全体発表・意見交換
16：30 ～　閉会挨拶
　山梨大学地域未来創造センター長　北村眞一
　 道志村役場ふるさと振興課　☎  52-2115

イベントのお知らせ

問

問

道志村福祉バザー
　毎年、村内の各家庭から遊休品をいただき、福祉バ
ザーを開催しています。ご協力いただきました遊休品
の売上げは様々な福祉活動に役立てられます。多くの
方のご来場をお待ちしております。
■日時　11 月 3日 ( 土 )
　　　　12 時～ 15 時頃
■場所　やまゆりセンター駐車場
　 道志村社会福祉協議会　☎  52-2072問
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　9月 29日（土）、道志村保育所運動会が開催されました。子ども
たちは元気いっぱいに練習の成果を発揮し、いきいきと競技に取り
組みました。

　むし歯と歯周疾患の予防推進を目的に、中学校で 9
月 28 日（金）に常盤悟子歯科衛生士からむし歯の早
期治療の必要性、正しい歯の磨き方、歯周疾患予防、
歯間フロスの使用法について指導していただきまし
た。全校集会では厚生美化委員でクイズ形式による歯
の発表が行われました。また中学校 3年生を対象にむ
し歯ゼロ表彰を行いました。 

■道志村保育所運動会

■むし歯ゼロ表彰、歯科指導

　村では 10月 9日（火）に山梨県弁護士会と災害協定を締結しま
した。本協定は、大規模災害が発生した際に無償で開催される法律
相談会の実施に 関するものです。今後も安心・安全な村づくりを進
めていくために、各種災害協定の締結を進めていきます。

■大規模災害時における
法律相談業務に関する協定書の締結について

山梨県弁護士会 甲
こうみつ

光俊一会長（左）と道志村長

中学校 3年生表彰者
（右から）杉本美羽さん、杉本唯茄さん、星野琉弥さん、
加藤理大さん、杉本征哉さん、佐藤瑠飛さん、池谷聡志さん
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　ふれあいサロンを 9月 20日（木）やまゆりセンター
で実施しました。午前中は、介護予防の指導が渡辺ま
すみさんにより行われ、ペットボトルにストローを入
れる自宅でも出来る運動の宿題が出されました。
　昼食は地産地消をテーマに秋の季節を盛り込んだお
弁当が大好評でした。また食生活改善推進員による手
作りの豆乳かぼちゃプリン、村議会からは敬老のお祝
い饅頭が贈られました。
午後はケアラ「フラダンス」、久保田寿々美さん「手

話ダンス」、道志中学校による太鼓と合奏、カラオケ・
民 生児童委員とボランティア部会による歌の発表など
楽しく過ごしました。

　9月 27日（木）に山中湖村・鳴沢村・道志村の三村合同
ふれあい運動会を鳴沢村総合センターにて実施しました。
　運動教室や買い物ツアーの参加者など約 50名が参加し、
障害物競争・うちわサッカー・カードで言葉探しなど 5種
目の競技を行いました。道志村からは健康体操「夢芝居」
発表・シナプソロジー指導を行い、好評でした。 
　他村の参加者との交流を深めると同時に笑いがあふれる
時間を過ごしました。

■ふれあいサロンを実施しました！

■第29回三村合同ふれあい運動会

道　志　村　ト　ピ　ッ　ク　ス
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道志小学校

5 年生横浜訪問
  10 月 4 日（木）・5 日（金）の 2 日間、5 年生が横浜
市の招待で親善訪問団として、横浜市を訪れました。万
騎が原小学校訪問では、道志小学校での交流会で仲良く
なった友達に再会することができ、一緒に給食を食べた
りしながら交流を深めました。また、川井浄水場の見学、
横浜港でのクルージング、夕食は中華街で食べました。
2日目は、日産自動車追浜工場での組み立て工程の見学
をし、昼食は横浜ビールの驛

うまや

の食卓で取りました。この
2日間で、道志村と横浜市とのつながりや大型機器生産・
整備工場の様々な工夫を学習することができました。

学校開放日②
　10 月 13 日（土）に学校の教育活動を保護者や地域の方に公開しました。
午前中は、4年生の親子料理教室をはじめ、各学年の授業に多くの保護者の方々
が参観していただきました。午後は、応用物理学会（東海支部）の方々を講師に、
親子理科教室を行いました。体育館では、液体窒素で色々なものを凍結させ
る演示実験を行いました。子どもたちにとって驚きと発見がある学習でした。
後半は、各学年の教室で子どもたちと保護者の方々等による実験工作を行い
ました。普段の学習では経験できない体験を行うことができました。

秋の遠足
　9月 28 日（金）は、6年生が富士山 5合目「奥庭」を散策し、その後に河
口湖フィールドセンター内の溶岩樹形の見学を行いました。標高による植生
の変化や富士山の雄大さを見聞きしました。また、太古の噴火によりつくら
れた溶岩樹形の内部に入ることができました。また、10 月 17 日（水）に 1・
2 年生が、多摩動物公園に行って来ました。2年生が 1年生をリードし、た
くさんの動物を観察することができました。3・4年生は県立科学館に行き、
プラネタリウムで星の学習を行い、体験学習ができる展示物を楽しみました。
最後にサイエンスショーを見学し、科学を満喫した一日でした。

学校だより　


